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｢僕の死に方｣ 金子 哲雄 ｢初恋にさよなら｣ 愛川さくら
｢老年力｣ 三浦 朱円 ｢八月の光｣ 朽木 祥
｢幕末外交官｣ 丘 真也 ｢黄色い本｣ 緑川 型司
｢心がわり｣ 諸田 玲子 ｢まめだぬき｣ 佐藤さとる

この一冊 『弁当づくりで身につく力』字rド和男/著、 講談社、 2 0 l2 ･lo 香川県の小学校で始まった ｢弁当の目｣ の取り組みを
紹介した一冊です。 子ども達が弁当づくりの体験を通じて成長していく姿が紹介されています。
『7 0歳すぎた親をささえる7 2の方法』 太田差悪ずり者、 かんき出版、 2 0 12 ･11 親と子の負担を軽くする介護の手がかりを紹介
した一冊です。 介護と仕事を両立させる方法、 医療費や介護費用を軽減する制度などを紹介しています。
ひとこと…引っ越しなどで住所や電話番号が変わった場合は 怖1i用登録変更届｣ をお願いします。 詳しくは職員までお開い合わ
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間
報

時
情

館
刊

開
新

第
1 3
回
【吾
妻
郡
が
ん

市
民
セ
ミ
ナ
ー
】
開

つ
い
て

開
催
に

守
る
た
め
に
j

ー
乳
が
ん
か
ら
あ
な
た
自
身
を

ん

礬
家　

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
け
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
、
n
本
に
住
む
幻
歳
以

口

退
職
し
て
、
第
2
号
被
保
険
者
で

上
卸
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
加
入
者

(被

保
険
者
)
は
、
就
職
し
た
と
き
や
退
職

し
た
と
き
を
は
じ
め
、
次
の
よ
う
な
機

会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。第

1
号
被
保
険
者

(自
営
業
者
や
学

生
な
ど
)
が
、

口

就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
た
と
き

↓
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
年

金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

口

結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
本
人
の

収
入
減
な
ど
に
よ
り
、
第
2
号
被

保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と

な
っ
た
と
き

↓
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ

提
出
し
ま
す
。
事
業
所
が
年
金
事

務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
2
号
被
保
険
者

谷
本社
員
や
公
務

員
な
ど
)
が
、

口

退
職
し
た
と
き

↓
本
人
が
市
役
所
･
町
村
役
場
へ

届
け
出
を
し
ま
す
。

あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と

き
V

↓
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ

提
出
し
ま
す
。
事
業
所
が
年
余
事

務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者

(第
2
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
)
が
、

口

就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
た
と
き

↓
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
年

金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

口

本
人
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配
偶
者
の
扶

養
で
な
く
な
っ
た
と
き

↓
本
人
が
市
役
所
･
町
村
役
場
へ

届
け
出
を
し
ま
す
。

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
"
辻
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

･渋
川
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課

(咎
0
2
7
9
･
2
2
･
1
6
0
7
)

山
火
事
防
止
に
つ
い
て

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

父
化
協
会
短
歌
趣

佐
藤

章
夫

小
林

度
数

高
橋

派
毒

高
橋
式
窿
夫

くらしの情報
in fo r m a tio n

○
職

種

調
理
員

(嘱
託
職
員
)

募
集
人
員
1
名

受
験
資
格

ア
,

学
歴

不
問

イ
.

資
格

不
問

ウ
.

年
齢

昭
和
38
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者

給
料

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
の

規
程
に
よ
る

手
当

通
勤
手
当
、
時
間
外
手
当
、
宿
直
手
当

保
険

社
会
保
険
、
一雇
用
保
険

採
用
年
月
日

平
成
鸚
年
5
月
1
月

申
込
期
日

平
成
第
年
4
月
20
日

(土
)
必
着

申
込
方
法

履
歴
書
を
背
妻
養
護
老
人
ホ
ー

ム
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
方
法

筆
記
試
験
及
び
面
接
試
験

試
験
日

書
類
審
査
後
、
通
知
い
た
し
ま
す
。

○
職

種

介
護
員

(パ
ー
ト
職
員
)

募
集
人
員

1
名

受
験
資
格

ア
.

学
歴

不
問

イ
.

資
格

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上

ウ
,

年
齢
昭
和
綿
年
4
月
2
月
以
降
に
生

ま
れ
た
者

時
給

9
0
0
円
、
上
n
祭
日
は
9
5
0
円

手
当

通
勤
手
当

保
険

労
災
保
険

採
用
年
月
日

平
成
第
年
5
月
1
日

申
込
み
締
切

平
成
鸚
年
4
月
即
n

(上
)

必
着

申
込
み
方
法

履
歴
書
を
著
妻
養
護
老
人
ホ

ー
ム
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
方
法

面
接
試
験

試
験
日

書
類
審
査
後
、
通
知
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

｢吾
妻
養
護
老
人
ホ
ー
ム
｣

一T
3
7
7
-ー
0
7
0
2

吾
妻
郡
高
山
村
中
山
6
8
5
8
-
2
4

毬
0
2
7
9
ー
6
3
ー
2
3
0
4

担
当
…
大
水
、
齋
藤

平
成
獨
年
4
月
即
ロ

(土
)

午
後
2
時
5
4
時

東
吾
妻
町
中
央
公
民
館

住
所

束
吾
妻
皿
大
字
原
町

1
キ
ーナ
ー,7
■I
I
イ!

管
0
2
7
9
-
6
8
ー
2
4
1
2

内

容

“
第
1
部

｢お
っ
ぱ
い
と
お

話
し
ま
し
ょ
う
｣

5
乳
が
ん
自
己
検

診
方
法
に
つ
い
て
5

講
師

原
町
赤
十
字
病
院

乳
が
ん
者

護
認
定
看
護
師

柳
澤
ち
ぐ
さ

先
生

第
2
部

｢乳
が
ん
、
知
っ
て
ス
ッ
キ

リ
!
学
ん
で
ガ
ッ
チ
リ
!
｣

講
師

伊
勢
崎
市
民
病
院

外
科
診
療

部
長

片
山
和
久

先
生

お
問
い
合
せ
先

“
原
叩
赤
十
字
病
院

(地
域
医
療
連
携
課
)

窓
0
2
7
9
･ー
6
8
1ー
0
5
5
0

平
成
25
年
度
の
酒
類
販
売

管
理
協
力
員
の
募
集
に
つ

い
て

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
酒
販
店
な

ど
へ
の
買
い
物
の
機
会
に
お
酒
売
場
の

未
成
年
者
飲
酒
防
止
の
た
め
の
表
水
状

況
等
を
確
認
し
、
税
務
署
に
連
絡
し
て

い
た
だ
く

｢酒
類
販
売
管
理
協
力
員
｣

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(け
=
□
"

*
≦
≦
･コ
田
熊
o
｣
□
＼)
を
ご
覧
く
だ
さ

間
い
合
わ
せ
先

前
橋
税
務
署

酒
類

指
導
官

會
0
2
7
-
2
2
4
-
4
4

厳
し
い
冬
が
終
わ
り
麗
ら
か
な
春
を
迎
え
、

陽
気
が
温
か
く
山
の
草
木
が
芽
吹
く
頃
に
村

内
外
よ
り
入
汕
者
が
多
く
訪
れ
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
由
火
事
の
発
生
は
4
月
･

5
月
に
集
中
し
て
お
り
ま
す
の
で
た
ば
こ
等
、

火
気
の
取
扱
う
際
は
必
ず
消
火
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
庭
に
お
い
て
も
予
防
消
防
を
徹

底
し
、
火
の
元
周
辺
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
こ
と
や
、
煙
突
な
ど
の
老
朽
化
に
よ

る
破
損
な
ど
も
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

万
.
、
火
災
の
発
生
を
目
撃
し
た
場
合
は
、

局
番
な
し
の
1
1
9
番
へ
、
火
災
の
種
類
･

発
生
場
所
,
通
報
者
の
氏
名
を
は
っ
き
り
お

伝
え
下
さ
い
。

広報華も熊ま 礎

吾
妻
郡
内
に
お
い
て
明
ら
か
に
緊
急
性
の

な
い
救
急
要
請
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

必
要
の
な
い
救
急
要
請
に
よ
り
、
生
命
に

危
険
の
あ
る
傷
病
者
の
も
と
へ
救
急
中
が
す

ぐ
向
か
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

『緊
急
性
が
あ
る
の
か
?
』
と
い
う
こ
と
を

落
ち
着
い
て
考
え
て
か
ら
、
1
1
9
番
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
吾
妻
広
域
消
防
本
部
で
は
24
時
間

体
制
で
医
療
機
関
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
･
休
日
の
際
に
軽
症
患
者
を
自
家
用

中
で
搬
送
す
る
場
合
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
は
"0
2
7
9
ー
6
8
ー
2
3
9

9
』
で
す
。
重
傷
の
場
合
は
、
救
急
卓
を
要

請
し
て
く
だ
さ
い
。
(ー
1
9
番
)

一
人
で
も
多
く
の
命
を
教
え
る
社
会
づ
く

り
の
た
め
に
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

吾
妻
養
護
老
人
ホ
ー
ム
臨
時
職
員

(嘱
託
･パ
ー
ト
)
募
集
に
つ
い
て

吾
妻
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、

臨
時
職
員

(嘱
託
･
パ
ー
ト
)

ま
す
。

、
左
記
に
よ
り

を
募
集
い
た
し

平
成
24
年
度
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

平
成
鷁
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

平
成
25
年
2
月
分
の
保
険
料
の
納
付

期
限
は
平
成
25
年
3
月
視
日
、
平
成
25

年
3
月
分
の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
平

成
お
年
4
月
30
日
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
不
納
の
ま
ま

に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
減
額
に
な
っ
た
り
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
ば
か
り

か
、
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に

な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、
あ
る
い
は

一
家
の
支
え
千
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の

遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
4
月
中
に

納
め
ま
し
ょ
う
o

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

･渋
川
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課

(a
0
2
7
9
･2
2
･1
6
0
7
)

鬱施礪◎底場な-
伽
た
が
や
ま
の
文
壇

春

-
番
過
ぎ
て
日
差
t
の
温
も
り
に

救
鮮
や
か
に
寒
椿
咲
く

う
た

短
歌
泳
み
て
生
き
つ
づ
け
た
t
と
の
ぞ
み
つ
つ

沈
む
夕
日
に
真
向
い
て
立
つ

暖
か
さ
水
面
に
遊
ぶ
鴨
の
群
れ

何
を
語
る
か
静
か
な
八
羽

い
ぶ
さ
太
波
た
た
く
少
女
の
伸
び
ミ
腕

復
活
祭
の
本
陣
の
前

大
い
な
る
赤
城
榛
名
の
そ
の
奥
に

退
院
待
ち
わ
ぶ
孑
持
嶺
光
る

バ
ス
タ
オ
ル
真
知
子
巻
き
t
て
ふ
れ
ブ
ラ
の

庭
に
お
り
れ
ば
風
花
が
舞
う

三
世
紀
大
潔
私
の
手
斧
跡

黒
光
り
せ
る
母
屋
壊
t
ぬ

毎
夕
に
寂
t
さ
た
だ
よ
う
わ
が
部
屋
に

赤
い
夕
日
が
や
さ
t
く
射
t
ぬ

あ
め
つ
ち
と
人
の
お
か
げ
で
生
か
さ
れ
て

あ
り
が
た
さ
か
な
傘
寿
迎
え
て (三

月
歌
会
)

割
岡

良
次

後
藤

-
ま

木
村
朝
次
郎

鈴
木

秀
知

相
馬

昭
典

◆ 平成25年4 月 T日


